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 ◎薬物ってどんなもの？ 
 

      覚醒剤、大麻、ＭＤＭＡ、危険ドラッグ等の違法薬物は、精神に影響を及ぼし、習慣性が　 　
　   あるため、使用等が法律により禁止又は制限されています。これらの薬物を乱用すると、精神 
    や身体をむしばむばかりでなく、薬理作用から、幻覚、妄想等の精神障害に陥り、殺人、放 
    火等の重大事件、交通事故を引き起こす場合もあるなど、社会の安全を脅かすものです。 
 

 急増する若者の大麻乱用 
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　 令和６年１２月１２日より、大麻の規制に関する改正法が施行され、大麻が麻薬と位置づけられ
たことにより、 大麻の施用も規制されることとなりました。大麻は持っていても、使っても犯
罪です。薬物に関われば、人生は壊れてしまいます。薬物乱用のない社会を作りましょう。 
           　 特に青少年の薬物乱用は、その後の人生に多大な悪影響があります。　　　　　　
　　　　　 絶対にやめましょう。

　　樅山駐在所だより ６ 月６ 月

水難事故に注意！
 

  これからの季節、川で水遊びをしたりバーベキューをしたりと、自然に触
れ合う機会が増えてきます。皆様が楽しい夏を過ごすために水難事故防
止のポイントをまとめました。 

　 

 

 

 

 

 

       

 

 

         　   覚醒剤・大麻等薬物乱用の防止 

 

   〇お子様から絶対に目を離さない 

〇一人で行動しない、させない 

〇水深が浅くても川の流れは強く危険！ 

〇川に飛び込む行為は危険！ 

〇飲酒した状態での入水は非常に危険！ 

～大麻の規制法律改正について 


